
平成２８年度　学校評価書（自己評価書）：学校関係者評価様式（期間：４月～２月末） 

土佐市立　　土佐南中　　学校 公印 ＮＯ．３

評価項目 評価判断基準 達成指標 成果・課題 評価 改善策　(A) 学校関係者評価記入欄

生徒アンケート「あなたは学校
生活が楽しいですか」の、５段
階評価の平均で判断

４以上　　＝A　　３．５以上＝B
３以上　　＝C　　２．５以上＝D
２．５未満＝E

２７年度、生徒アンケートで
は５段階評価でAであった。
２８年度も、５段階評価でAを
維持する。
・H27：3学年平均4.0→H28：3
学年平均4.1(+0.1)

○平均得点は、昨年度から
微増である。肯定群・否定群
とも昨年より減っている。３年
生は肯定群が増え、否定群
が減った。２年生は肯定群が
減って、否定群が増えた。成
長の過程の現象ともとれる。

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

保護者アンケート「お子さん
は、学校生活に満足していま
すか」の、、５段階評価の平均
で判断

４以上　　＝A　　３．５以上＝B
３以上　　＝C　　２．５以上＝D
２．５未満＝E

２７年度、保護者アンケート
では５段階評価でCであっ
た。
２８年度は、５段階評価でBを
目指す。
・H27：3.4→H28：3.4(±0)

○平均得点は昨年度と同じ
である。生徒個々の能力や
努力を適切に評価している、
わかりやすい授業につとめ
ている、の２項目の得点が下
がっていることと関連がある
かもしれない。

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

保護者アンケート「学校は子ど
もたちや保護者・地域住民の
意見を聞き、学校運営に反映
していると思いますか」の、５
段階評価の平均で判断

４以上　　＝A　　３．５以上＝B
３以上　　＝C　　２．５以上＝D
２．５未満＝E

２７年度は、保護者アンケー
トでは５段階評価でCであっ
た。
２８年度も、５段階評価でBを
目指す。
・H27：3.4→H28：3.3(-0.1)

○昨年度より、0.1P下がっ
た。大量の人事異動があっ
たことも影響しているのでは
ないだろうか。また、通信や
家庭への連絡等情報発信を
行っているかとの項目も0.1P
下がっている。学校からの発
信が保護者まで届いていな
いことも影響している可能性
がある。

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

○保護者からの意見や情報
については職朝などで全教員
に周知し、また教職員が得て
いる情報についても共有する
体制を継続する。
○生徒との個人面談の定期
実施
○通信等が保護者に届いて
いるか確認を行う。

教職員アンケート「学校の教職
員は、保護者や地域住民の意
見を、学校及び学級運営に反
映させていると思いますか」
の、５段階評価の平均で判断

４以上　　＝A　　３．５以上＝B
３以上　　＝C　　２．５以上＝D
２．５未満＝E

２７年度は、教職員アンケー
トでは５段階評価でBであっ
た。
２８年度は、５段階評価でAを
目指す。
・H27：3.7→H28：4.2(+0.5)

○昨年度より0.5Pアップし、
4.2という高得点であった。教
職員の意識と保護者の意識
の間に大きなギャップが見ら
れる。

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

○学校経営計画や教育計画
の中で、どのように「保護者等
の意見」を反映させていくの
か、それぞれの校務分掌の中
で確認をする。
○学校評価アンケートの内容
を今までの実現度だけでなく、
重要度を加えて、保護者の願
いを把握する。

保護者・地域住民が
学校に訪問できるよ
うな工夫がなされて
いるか。

学期末面談以外の学校行事
で、保護者・地域住民が学校
を参観できる取り組みを、何回
行っているかで判断。
・年５回以上＝Ａ
・年４回以上＝Ｂ
・年３回以上＝Ｃ
・年２回以上＝Ｄ
・年１回以下＝Ｅ

２７年度、教職員アンケート
では５段階評価でAであっ
た。

２８年度も５段階評価でAを
維持する。

○参観授業を講演会や給食
試食会等と併せて実施する
など工夫しているが、平日の
場合はなかなか保護者が集
まらない。
○民生児童委員さんには
様々な行事や取組に参加・
参観していただき、学校との
大きな絆づくりに貢献をして
いただいている。

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

○学年参観日や自由参観
日、参観週間の調整・設定に
ついて継続する。
○総合的な学習の時間や学
習成果発表などの特色ある取
組の際は保護者に案内する。

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

○しおかぜ公園清掃については、
その活動意義が大きく、今後も継
続的・発展的に取組を推進した
い。
○命の学習は定着してきている
ので、今後も継続していく。

学校の姿が、保護
者・地域住民にわか
るような工夫がなさ
れているか。

学校だより、学級通信を月に１
回以上発行できたか、また
ホームページを学期に１回以
上更新出来たかで判断。
上記の全てが出来、それ以上
の発信も出来ている　　    ＝Ａ
・上記が全て出来ている   ＝Ｂ
・上記の２点が出来ている＝Ｃ
・上記の１点が出来ている＝Ｄ
・上記が全て出来ていない＝Ｅ

２７年度は、５段階評価でA
であった。
２８年度も、５段階評価でAを
維持する。
・H27：学校だより47号発行、
HP更新は毎週実施→H28：
学校だより４０号発行、HP更
新は毎週

○HPの更新については定期
的に行っており様々な情報を
アップできた。
○進路通信、情報教育通信
等の定期的な発信ができて
いる。やや学年によって差は
あるものの学年だよりも多く
発信できた。
○学校便りも昨年度並（週１
回以上）発信できた。

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

○参観週間の設定｢各学期」
の継続
○総合的な学習の時間や学
習成果発表などの特色ある取
組の際は、保護者へ案内す
る。
○ＨＰ担当者に頼るところが
大きく、HPを組織的にアップで
きる体制は検討課題。

○特になし。

学校評価の情報を
保護者に公開してい
るか。

学校評価について発信回数
（学校便り、校長便り、ＨＰ等）
で判断。
年５回以上　　　＝Ａ
年３回以上　　　＝Ｂ
年２回以上　　　＝Ｃ
年１回　　　　　  ＝Ｄ
発信していない ＝Ｅ

２７年度は、５段階評価でA
であった。
２８年度は、５段階評価でAを
維持する。
・H27：5回→H28：5回

○学校評価に係る情報発信は
学校便りなどの通信やHPをとお
して行っている。 Ａ

Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

○学校評価アンケートについ
ては、学校便り・HPで発信し、
情報公開に努める。
○前年度の課題解決策を反
映させた学校経営計画の見
直しと共有及び発信

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

○学校からの情報発信の充
実・継続、保護者への確認
○学習成果物や行事ポスター
の地域への掲示を継続
○PTA及び小中連携組織の
活用

重点項目

３
　
つ
な
ご
う
学
校
・
家
庭
・
地
域

学校関係者評価を踏まえての改善点：
◇各種調査や取組をとおして生徒理解を基盤とする生徒指導体制を継続・発展させ、生徒個々に焦点をあてた支援を継続させる。
◇魅力ある学校となるべく、地域に開かれた取組をさらに推進する。しおかぜ公園清掃ボランティアや地域を巻き込んだ行事を充実させる。
◇保護者からの意見や情報については職朝などで全教員に周知し、また教職員が得ている情報についても共有する体制を継続する。
◇Q-Uアンケート、学校生活に関するアンケート、ＦＭday、個人面談等をとおした「生徒理解」のための体制を継続する。
◇学校からの情報発信の充実・継続、学習成果物や行事ポスターの地域への掲示を継続、PTA及び小中連携組織の活用。
◇生徒アンケート（学習に関するアンケート）を１学期にも実施し、学校だより等で保護者に知らせる。

保護者・地域住民の
意見を学校運営に
反映しているか。

地
域
・
保
護
者
と
の
連
携

●学校便り「土佐南だより」を保護者以外にも発信し学校の様子について広く知ってもらう。（小学校、民生児童委
員さん、地域施設などへの定期的な発信）
●しおかぜ公園清掃ボランティア・アルミ缶回収への協力の呼びかけ（防災無線やポスターの掲示、土佐市広報
への掲載）
●土佐南中学校区小中連携事業組織の活用による情報発信の工夫（「小中連携だより」の発信）

○孫の運動会で、競技が終
わったときに、相手を決め
て、６年生がインタビュー
をしていた。なかなかうま
い子もいた。インタビュー
するには、前もって考えて
おかないといけない。保護
者にもインタビューしてい
ておもしろかった。中学校
でも取り入れてみてはどう
だろう。

●年間をとおした継続的な地域人材との交流や活用
●職場体験学習　3年での実施（職業選択：土佐市内での活動）
●命の学習（健康教育・朝食づくり）
●しおかぜ公園清掃ボランティア
●高齢者理解教育
●非行防止教室（インターネット関連、薬物乱用防止）

魅
力
的
な
学
校
づ
く
り

○各種調査や取組をとおし
て、生徒理解を基盤とする生
徒指導体制を継続・発展さ
せ、生徒個々に焦点を当てた
支援を行う。

・Q-Uアンケート
・Q-Uアンケート分析職員会
・学校生活に関するアンケート
・学習に関する意識実態調査
・学校評価アンケート
・チーム支援会議（指導主事
　の要請を含む）
・個人面談
・特別支援教育に関する研修

児童生徒が学校生
活に満足できている
か


